
消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

委託料

補助金

関連するＳＤＧｓゴール　　

実績情報

0

決算増減の
主な理由

単位の定義 事業所等数

719

0

令和５年度項目

708

令和６年度

91,242.09円

単
位
あ
た

り
コ
ス
ト

水

単位あたりコスト（⑧/⑨) 50,278.59円

64,599,400

令和４年度

18,095,000

48,810.55円

26,520,000
総コスト⑧＝(⑤+⑥+⑦) 35,245,292 35,094,787

⑦人件費
3.40

実績数値(⑨) 701

0 0

業務量（人） 2.35 2.35

5 ジェンダー 6

⑥間接額 0

18,565,000

7,742,590 21,386,466 介護人材キャリアアップ助成事業補助金等6,237,805

ポスター・チラシ郵送等

10,046,000 9,026,247 16,086,600 ハラスメント相談窓口委託等

62,800 62,800 62,800 テクノプラザ会場使用料

保育士報償費

239,536 0 220,000 研修教本購入等

63,393 132,550 211,300 ポスター・チラシ印刷

0

（

内
訳
）

報償費 9,600 9,600 9,600

21,158 26,000 102,634

17,393,000
その他

決算

東京都区市町村介護人材確保対策事業費補助金

⑤執行額 16,680,292 16,999,787 38,079,400

④流用等

予算

0

61,139,000
国庫支出金 0 0 0

78,532,000小計（①+②+③+④） 19,359,000
一般財源 8,593,000 11,371,000

予算
財源 都支出金 10,766,000 13,488,000

有効性 △

③繰越予算

実績 6

0 0 0

18,484,000 70,534,000

7

②補正予算 0 6,375,000 7,998,000

24,859,000

①当初予算 19,359,000

予算及び決算状況

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 経費の主な内訳
※単位は円単位

　採用、キャリアアップ、ICT化による働きやすい職場づくり、外国人介護人材雇用定着支援、
ハラスメント相談など様々な面から事業者の人材確保・定着・育成に寄与している。一方で、
ICT化や介護ロボット導入事業など実績が伸び悩んでいる状況がある。周知方法を工夫するとと
もに、事業者において活用し難い点などを見直す必要がある。

実施内容

【福祉人材の確保支援】
　　①福祉のしごと大発見（合同就職説明会）
 　 ②生活介護員養成研修
 　 ③葛飾区介護人材確保に関する調査
【福祉人材の定着支援】
　　④葛飾区介護サービス事業所等ＩＣＴ化促進費助成金
　　⑤葛飾区介護ロボット導入促進事業　※令和６年度開始
 　 ⑥葛飾区介護サービス事業所等外国人介護人材雇用定着事業（ＩＣＴ機器等購入費等助成事業）　※令和６年度開始
 　 ⑦葛飾区地域密着型介護事業所職員宿舎借上支援事業　※令和６年度開始
 　 ⑧ハラスメント相談窓口　※令和６年度開始
  　⑨葛飾区介護支援専門員法定研修受講料補助事業　※令和６年度開始
【福祉人材の育成支援】
　　⑩介護人材スキルアップ研修
 　 ⑪葛飾区介護人材キャリアアップ助成金
  　⑫葛飾区介護サービス事業所等外国人介護人材雇用定着事業（葛飾区外国人介護人材支援事業）　※令和６年度開始

今後に向けた
所管課の見解

　これまで実施してきた内容を継続しながら、事業者が魅力ある働きやすい職場をつくり人
材確保を継続できるよう支援していく。
　事業の効率性・有効性の改善に向けて、ＩＣＴ化や介護ロボットの導入に時間や人員を充
てることが難しい事業者を支援するため、今年度、相談支援を行う窓口を設置したところで
ある。今後も有効事例を周知するなど取組を強化していく。
　また、介護ロボット導入助成については、複数の介護サービス事業を行う法人でも一つの
事業所で助成上限額に達していることが多いことや助成対象の下限額（20万円）が高めに設
定されており比較的小規模の事業所で活用し難いことなど、活用の障壁となっている点につ
いて、見直しを検討する。

0 0

　介護保険事業計画の推計において、高齢者人口や高齢化率の高まり等により2040年度
までに毎年約300人の要支援・要介護認定者の増加が見込まれている。介護サービスを
必要とする方が増え続ける中で、事業者や個人の力では介護人材確保に限界があり、自
治体として確保・定着・育成の支援が必要である。

効率性 △

　本事業は、令和６年度から事業メニュー・内容を大幅に拡大し、歳出予算も増額して
いるが、積極的に都の補助を受けることで歳入の確保に努めた。事業拡大の初年度であ
り、十分な実績を残せていないため、周知や実施方法についてさらに工夫していく必要
がある。

政策
番号

5 政策

　令和６年度から以下の補助事業等を新規で実施したため
　〇葛飾区介護ロボット導入促進事業
　〇葛飾区介護サービス事業所等外国人介護人材雇用定着事業
　〇ハラスメント相談窓口　など

地域福祉・低所得者支援
施策
番号

2

必要性 ○

担当課 介護保険課

基本情報

施策 福祉サービス利用者支援

事業の目的
　高齢者や障害者が必要なサービスを利用して住み慣れたまちで安心して生活が送れるように、ハローワーク等と
連携した合同就職相談会やスキルアップ研修、生活介護員の養成研修等を実施するとともに、資格取得や職員負担
を軽減する等を目的とした費用の助成等をすることで、福祉人材の確保、定着、育成を支援する。

令和６年度

合同就職説明会・相談会
実施回数

令和７年度　葛飾区行政評価委員会評価表

所管課による自己評価

事業名 高齢者福祉施設の運営基盤の強化
担当部 福祉部

3

活動指標

1
18

指標 指標の根拠 単位

13

区分 令和４年度

－

令和５年度

目標 1 1
実績 1 1

　令和６年度から新たに開始した事業が多く、今後も活動指標の実績を見ながら改善を進め
ていく必要がある。各事業者が業務効率化、職員の負担軽減など職場環境の改善を図れるよ
う支援することが、成果・評価指標の改善に寄与するとともに、人材確保や定着につなが
る。そのためにも、ＩＣＴ化促進・介護ロボット導入助成を更に推進していく必要がある。

18

1

各評価項目を踏まえた
総合的評価

ＩＣＴ化促進費助成・介護ロ
ボット導入費助成件数

－ 件
目標 12 12

単位 区分 令和４年度 令和５年度 令和６年度

75.0
69.5

％
目標 調査開始年度 70.0 71.0

75.8

実績
事業所等の職員の確保・育成・離職
防止の取り組みや工夫の実施状況の
認識

葛飾区介護人材確保に関
する調査

％
目標 調査開始年度

75.5
77

目
標

区内介護事業所での就業継続の意向
割合

葛飾区介護人材確保に関
する調査

目標
との

乖離の
考察

　「区内介護事業所での就業継続の意向割合」は、令和６年度において介護報酬改定があったものの、介護職員
の賃金はほぼ横ばいに近い状況があり、実績は減少しており目標値に及んでいない。「事業所等の職員の確保・
育成・離職防止の取り組みや工夫の実施状況の認識」については、各事業所において人材不足への対応が影響
し、微増の傾向にあるが、目標値には及んでいない。
　活動指標においては、合同就職説明会は来場者が年々増加する状況で実施できており、キャリアアップ助成の
実績も順調に増加している。令和６年度に事業を開始した外国人介護人材雇用定着事業は、目標値を上回る実績
となっている。
　一方でＩＣＴ化促進・介護ロボット導入費助成については、令和６年度実績は増加したが、介護ロボット導入
促進事業を新規に行ったのが主な要因である。比較的規模の大きい事業所において活用が見られたが実績が伸び
悩んでいる。また、比較的規模が小さい事業所において活用が進まず目標には至っていない。

【参考】
子ども向
け調査

－ － － 実績 －

55 72

－ －

76.0
実績 74.7

67.3 72.5

－

86
目標 － － 63

実績 47 74

－

目標
・

実績

目
標

葛飾区介護人材キャリアアッ
プ助成件数

－ 件

外国人介護人材雇用定着事業
助成件数

－ 件
65実績

1 貧困 2 飢餓 3 保健 〇 4 教育

7 エネルギー 8 経済 〇 生産消費9 産業 10 不平等

13 気候変動 14 海洋資源 15 陸上資源 16 平和

55

回

使用料及び賃借料

17 実施手段 〇

11 都市 12

72

令和７年度

63

72

令和７年度

成果・評価指標

目標
・

実績

指標 指標の根拠

目標

別紙１



 
令和７年度 葛飾区行政評価委員会評価表 資料 
（事業名：高齢者福祉施設の運営基盤の強化） 

 
 

【福祉人材の確保支援】  
  資料№１  ①福祉のしごと大発見（合同就職説明会） 
   資料№２  ②生活介護員養成研修 

資料№３  ③葛飾区介護人材確保に関する調査 
 
【福祉人材の定着支援】  
  資料№４  ④葛飾区介護サービス事業所等ＩＣＴ化促進費 

助成金 
  資料№５  ⑤葛飾区介護ロボット導入促進事業  

資料№６  ⑥葛飾区介護サービス事業所等外国人介護人材 
雇用定着事業（ＩＣＴ機器等購入費等助成事業）  

   資料№７  ⑦葛飾区地域密着型介護事業所職員宿舎借上支援 
事業 

資料№８  ⑧ハラスメント相談窓口  
   資料№９  ⑨葛飾区介護支援専門員法定研修受講料補助事業  
 
【福祉人材の育成支援】  
  資料№１０ ⑩介護人材スキルアップ研修 

資料№１１ ⑪葛飾区介護人材キャリアアップ助成金 
   資料№１２ ⑫葛飾区介護サービス事業所等外国人介護人材 

雇用定着事業（葛飾区外国人介護人材支援事業）  



①





生活介護員養成研修を知っていますか 

                     
４日間の研修受講で 

 
（掃除・洗濯・買い物・料理など） 

お 申 し 込 み ・ 詳 細 は 裏 面 へ ➡

募集期 間  令和７年７月１日（火）～９日（水）

高齢者の暮らしを支える「生活支援サービス」の基本を４日間で習得 
「生活介護員」として生活支援サービス提供の事業所で働くことができます。 

 

〇 介 護 に 関 す る 基 礎 知 識          〇 介 護 に お け る 安 全 確 保   
〇 認 知 症 ・ 障 害 の 理 解           〇 葛 飾 区 の 総 合 事 業  
〇 介 護 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  な ど  

〇 １ ８ 歳 以 上 で 、 介 護 サ ー ビ ス 事 業 所 へ の 就 業 を 希 望 、 ま た は 検 討 し て い る 方  
〇 通 所 型 住 ⺠ サ ー ビ ス を 運 営 し て い る （ ま た は 予 定 ） の 方  
〇 ４ 日 間 す べ て 受 講 で き る 方  
 

 
〇 各 回 ２ ０ 名 程 度 （ 応 募 者 多 数 の 場 合 、 抽 選 ）  

あなたの力が 
必要です！ 
 

高 齢 者 を
支えよう 
 

②



生活介護員養成研修とは  

葛 飾 区 の生 活 介 護 員 養 成 研 修 は、４日 間 の研 修 で生 活 支 援 サービス
の基 本 を学 び、介 護 サービス事 業 所 で働 くことを目 的 に実 施 しています。
研 修 を修 了 された方 は「生 活 介 護 員 」として、生 活 支 援 サービス（訪 問 ・
通 所 サービス）を提 供 する事 業 所 で働 くことができます。 
 
 

研修日程 会場 募集期間

第３回 7/24（木）、25（金）、 

28（月）、29（火） 

男女平等推進センター 7/1（火）～9（水） 

------------------------------------------------------------------------ 

 

以下の内容で生活介護員養成研修（介護に関する入門的研修）に申込みます。 
 

研修受講申込みにあたり、研修受講申込み先から葛飾区に 

私の個人情報を提供すること、及び区から申込先に提供する 

ことに同意します。                   署名                

 

（ふりがな） 

 

氏  名 

                         
生年月日 

 

昭和 

平成   年  月  日 

住  所 〒   －          （アパート・マンション・棟・室） 

       丁目   番   号 

連 絡 先  電 話  ＦＡＸ 

※連絡先は日中連絡の取りやすい番号をお書きください。 

※抽選の結果、研修受講が決定した方には、研修初日の約１週間前までに「研修の手引き」を郵送します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度葛飾区介護人材確保に関する調査（抜粋） ③



  1 / 6  

  

葛飾区介護サービス事業所等 
I C T 化 促 進 費 助 成 ⾦ 

〜ICT 化を促進のための費⽤（の⼀部）を先払いで助成します〜 

 

 

介護サービス事業所等の ICT 化を促進することで、 
業務効率化、職員の負担軽減、職場環境の向上を図り、 
介護人材の確保・定着を目指します。 

  

 

 

 

 

 

１  
職員の ICT スキル向上に資する 
研修経費助成事業  

・研修受講料 
・研修開催経費 
・代替職員経費 

     

２  
ICT 化に資する業務効率化に関する 
コンサルティング経費助成事業  ・コンサルティング委託料 

     

３  
ICT 化に資する業務効率化に関する 
ソフトウェア導入経費助成事業  ・ソフトウェア購入経費 

 

 

 

 

葛飾区内の 
介護サービス 
事業所さまへ 

概要 ICT 等導入に 
よる業務効率化 

利⽤者の 
満⾜度向上 

サービスの 
質向上 

助成を受けられる対象 

葛飾区内の介護サービス事業所・施設（メニュー１については、複数の事業所からなる団体も含む） 
 ※申請は法人ごとに取りまとめて⾏ってください。 
 ※団体で申請する場合は、代表となる法人が取りまとめて申請を⾏ってください。 
   助成⾦の交付も代表となる法人あてにします。 
※メニュー3 については、メニュー１もしくは２の交付決定を受けた介護サービス事業所・施設のみ申請可能です。 

メニュー 

まずはお気軽にご相談ください︕ 

 葛飾区福祉部介護保険課管理係 

  〒124-8555 葛飾区⽴⽯ 5-13-1 
              （区役所 2 階 201 番窓口） 

  電話︓０３－５６５４－８４４３ 

申請をご検討の場合、まずはメールでご連絡ください。 
担当から折り返しご連絡いたします。 

最大 
２２万５千円 
         助成 

最大 
９０万円 

         助成 

詳細は、5 ページへ 

詳細は、3・4 ページへ 

※団体で申請の場合、 
最大７５万円助成 

詳細は、6 ページ
へ 

Email︓073000@city.katsushika.lg.jp 

■件名と本文に記載いただきたい内容 
 件名︓「（事業所名）ICT 化事前相談」 
 ①検討しているメニュー 
 ②概要（資料があれば添付してください。） 
 ③直近２週間程度でご都合の良い⽇時と悪い⽇時 

 

最大 
７万５千円 

助成 

助成を受けられる対象 

まずはお気軽にご相談ください︕ 
※メニュー３については、購入前に必ず、以下までお問合せください。 

令和 5 年 12 ⽉ 21 ⽇ ④④
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介護ロボット(移乗⽀援、移動⽀援、排泄⽀援、⾒守り・コミュニケーション、入浴⽀援、⾃動翻訳機等)、 
介護業務⽀援システム（記録業務、情報共有、請求業務を⼀貫して⾏うことができるもの）、 
パソコン、タブレット端末、スマートフォン、通信機器、Wi-Fi 環境等をいいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この事業における「ICT」とは︖ 

⼿続きの流れ 

事前相談 申請 
助成⾦の 

交付 
変更・中⽌申請 
(必要な場合） 

追加交付 
(必要な場合) 

実績報告 精算 

ICT 化促進費助成⾦の対象イメージ 

   職員の ICT スキル向上に資する研修 １ 

事業所研修だけでは効果が不⼗分な場合など 
●研修内容が多く、教育担当者の負担が大きい 
●教育担当者の指導内容の品質が担保できていない 

ICT 化に資する業務効率化に関するコンサルティング ２ 

導入・活⽤するにあたり何が適しているのか相談したい場合など 
●ICT を導入したい 
●サービス業務を効率化したい 
●職員の負担軽減を図りたい 
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（１）職員の ICT スキル向上に資する研修経費助成事業 

  

  １事業所あたり２２５，０００円（団体で申請の場合、最大７５万円） 
  助成率３／４ 
 
 
              

  ●パソコン、タブレット端末等の基本操作に関する研修 

  ●ワード、エクセル等の操作に関する研修 

  ●介護業務⽀援システムの操作研修（購入時の契約に含まれるもの等は除く） 

  ●介護ロボットの操作研修（購入時の契約に含まれるもの等は除く） 

  ●社内 ICT 担当のためのヘルプデスク研修 

  ●情報セキュリティ研修 など 

 

 

研修受講経費 研修開催経費 
代替職員経費 

（研修開催時間数相当を上限） 

・受講料 
・テキスト代 
・入学⾦ 

 

・研修会場使⽤料 
（付帯設備使⽤料も含む。） 
・研修講師報償費 
・研修運営委託料 
・パソコン等リース料 

(研修中に使⽤するもの) 
・テキスト代 

・非常勤職員の給与 
・派遣職員の派遣料 
・職員の残業代 

 

 

 

 

メニュー詳細 

助成上限額 

対象となる研修 

対象となる経費 
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●振込⼿数料、クレジットカード会社に対する分割⼿数料等 

●交通費 

●資格受験料（資格に関する研修の受講料は、研修内容が事業の目的に合致している場合は対象となり 

ます。） 

●パソコン等の購入費 

●Wi-Fi 環境整備費⽤等の通信費 

●Ｚｏｏｍのアカウント費⽤ など 

  

 

 例 1 職員がタブレット端末の操作に不安があり、介護業務⽀援システムが⼗分に活⽤できていない。 

→タブレット端末等の基本操作に関する研修を、A 法人の a 事業所と B 法人のｂ事業所が合同で開

催する。（申請は A 法人が代表で⾏い、上限額は 225,000 円×２事業所＝450,000 円） 

 

 例２ LIFE に登録をしたが、データ入⼒に時間がかかり、担当職員の残業時間が増えてしまった。介護業務

⽀援システムのサポート外だが、事業所にきてもらい実際に操作しながら教えてもらいたい。なお、法人

内の 2 つの事業所で同じ状況が起きている。 

      →介護業務システムの操作研修を C 法人の c 事業所とｄ事業所の職員に対し⾏う。（申請は C 法

人が⾏い、上限額は 225,000 円×２事業所＝450,000 円） 

 

例３ 事業所内の ICT 担当の職員に、ヘルプデスク研修を受講してほしい。 

    →E 法人の e 事業所の担当職員に、外部の研修を受講してもらう。（申請は E 法人が⾏い、上限額

は 225,000 円×１事業所＝225,000 円 

 

  

 

 

対象とならない経費 

〜こんなとき〜 
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（２）ICT 化に資する業務効率化に関するコンサルティング経費助成事業 

   

  １申請者あたり９００，０００円 
  助成率９／１０ 

 

 

コンサルティング会社へ⽀払う委託料 

【コンサルティング会社に相談できる内容】 

  ●ICT の導入や活⽤について 

●上記のための業務⾒直しについて 

 

 

  例１ 介護ロボットや介護業務⽀援システムを導入し、職員の負担軽減を図りたいが、何をどうすれば良いの

か分からない。コンサルティング会社に、機器等の選定や導入のための業務の⾒直しを依頼したい。 

※結果として機器等の導入を⾏わなかった場合も助成可能です。ただし、必ず ICT 化に向けた業務

の⾒直しを⾏ってください。 

 

例２ 過去に導入した介護ロボットが⼗分に活⽤されていないので、コンサルティング会社に現状の分析や活

⽤のための指導や助言を依頼したい。 

       ※結果として導入済みの介護ロボットは活⽤できないという結論になった場合も助成可能です。ただ

し、必ず ICT 活⽤のための業務の⾒直しを⾏ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

助成上限額 

対象となる経費 

〜こんなとき〜 
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（３）ICT 化に資する業務効率化に関するソフトウェア導入経費助成事業 

   

  １申請者あたり 75,000 円 
  助成率 3／4 

 

 
(１) 研修助成事業に係る助成⾦の交付決定を受けている事業者 

(２) コンサル助成事業に係る助成⾦の交付決定を受けている事業者 

(３) 研修助成事業の対象となる研修⼜はコンサル助成事業の対象となる助言若しくは指導を当該ソフトウ

ェアの導入に際し、無償で受けた事業者 

(４) 区が⾏うＤＸ推進⽀援業務委託事業におけるコンサルティング⽀援の結果としてソフトウェアを導入した

事業者 

 

 

● ソフトウェア購入経費 

● 初期設定に要する経費 

 
● 振込⼿数料、クレジットカード会社に対する分割⼿数料等 

● ソフトウェアのメンテナンス費⽤ 

● ソフトウェアのリースに係る費⽤ など 

 

 

● 職員の出勤・退勤を記録、管理する勤怠管理ソフトウェア 

● 表計算ソフト など 

 

助成上限額 

対象となる経費 

対象となる事業者・施設 

対象とならない経費 

購入できるソフトウェア例 



⑤





⑫
⑥





    

葛飾区福祉部介護保険課管理係 

  〒124-8555 葛飾区⽴⽯ 5-13-1 
              （区役所 2 階 201 番窓口） 

  電話︓０３－５６５４－８４４３ 

  

葛飾区地域密着型介護事業所 
職員宿舎借上支援事業 

  
 

地域密着型介護サービス事業所を運営する法人に対し、 
職員の宿舎の借り上げ費⽤を助成することで、働きやすい職場環境を 
実現し、介護人材の確保・定着を図るとともに、事業所等の 
災害対応⼒の強化向上を目指します。 
 
 

 

 

 

当該年度において対象法⼈が対象宿舎に対し支出した経費（賃料、共益費（管理費）、礼⾦、更新料等） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

地域密着型
介護サービス 
事業所さまへ 

目的 
職員の通勤
負担軽減 

人材の確保 
定着 

事業所の 
災害対応⼒ 

向上 

助成対象となる経費 

葛飾区内の地域密着型介護サービス事業所・施設を運営する法⼈ 

まずはお気軽にご相談ください︕ 

申請をご検討の場合、まずはメールでご連絡ください。 
担当から折り返しご連絡いたします。 

Email︓073000@city.katsushika.lg.jp 

助成を受けられる対象 

令和７年５⽉作成 

助成額 

(１) 葛飾区介護サービス事業者協議会会員の事業所︓補助率 7/8(上限︓71,000 円/⽉) 

(２) ⾮会員の事業所︓補助率 1/2(上限︓41,000 円/⽉) 

※法⼈が職員を居住させるために借り上げた宿舎が対象。 
※１事業所につき 4 ⼾まで。（ただし、条件を満たす外国⼈従事者については別途算定します。） 
※最⻑ 10 年間、申請により助成を受けることができます。 

※事業所から半径 10km 以内にある宿舎が対象。 
※入居者から宿舎使⽤料を徴収している場合は経費から当該⾦額を除く。 
※入居者は法⼈の役員ではないこと。 

⑦



⑧





令和 6 年度ハラスメント相談窓口研修会 

（申込者 205 名、参加者 190 名・動画配信視聴者約 200 名） 

 
令和７年度ハラスメント相談窓口研修会 

（申込者 191 名、参加者 183 名・動画配信実施予定） 

 
〈相談件数実績〉 

令和 6 年度（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月） 

電話相談 10 件、ＳＮＳ相談 10 件 

令和 7 年 4 月            電話相談 4 件、ＳＮＳ相談 1 件

令和 7 年 5 月            電話相談 2 件、ＳＮＳ相談 5 件 

                                     



令和 7 年４月  

 

 

葛飾区介護支援専門員法定研修受講料補助事業 

 

 介護支援専門員及び主任介護支援専門員に係る資格更新に必要な研修費用を負担した葛飾区内

の介護サービス事業所等に、助成金を交付します。 

 

対象となる研修 補助上限額 補助率 

介護支援専門員実務研修（87 時間） 11,100 円  

 

 

 

 

 

１／４ 

 

介護支援専門員現任研修 

（専門研修課程Ⅰ）（56 時間） 
8,600 円 

介護支援専門員現任研修 

（専門研修課程Ⅱ）（32 時間） 
5,900 円 

介護支援専門員更新研修（88 時間） 14,500 円 

介護支援専門員更新研修（56 時間・前期） 8,600 円 

介護支援専門員更新研修（32 時間・後期） 5,900 円 

介護支援専門員更新研修 

（54 時間・実務未経験者） 
7,100 円 

介護支援専門員再研修（54 時間） 7,100 円 

主任介護支援専門員研修（70 時間） 13,100 円 

主任介護支援専門員更新研修（46 時間） 9,500 円 

 

１ 助成要件 

① 対象となる職員が介護支援専門員の資格を活用した業務に従事していること 

② 申請をする年度の前年度の４月１日以降に介護支援専門員法定研修の受講を修了しているこ

と 

③ 介護支援専門員法定研修受講料補助金（都補助金）の交付決定を受けていること 

 

2 申請に必要な書類 

① 葛飾区介護支援専門員研修費用助成金交付申請書（第１号様式） 

② 都補助金に申請した受講者が分かる資料（申請書の写し等） 

③ 都補助金の交付の決定がされたことが分かる書類（写し） 

④ 介護支援専門員法定研修の修了証明書（写し） 

 

 

３ 担当  

 飾区福祉部介護保険課管理係  〒124-8555 葛飾区⽴⽯ 5-13-1（区役所 2 階 201 番窓口） 

電話 ５６５４－８４４３（直通）   Email：073000@city.katsushika.lg.jp  

葛飾区内の 
介護サービス 
事業所さまへ 

⑨



Ｎｏ 対　象 実施形式 日　程 時　間 会　場 定　員 研　修　テ　ー　マ 講　師

1

対
　
面
　
式

5月29日（水） 14：00～16：00

ウ
ィ

メ
ン

ズ
パ
ル

視
聴
覚
室

日本人に多い指定難病の理解
鈴木医院

神経内科医師
木原　幹洋　氏

2 6月6日（木）
複合課題対応研修

～重層的支援会議の実施から考える
多機関・多職種連携～

3 7月4日（木）
複合課題対応研修

～8050問題を考える～

1

対
　
面
　
式

8月30日（金）

ウ
ィ

メ
ン
ズ

パ
ル

視
聴
覚
室

「障がい者が65歳になったら」
～障がい福祉サービスから

介護保険サービスへの移行～

一般社団法人　Geny
理事

森安　みか　氏

2 9月25日（水） 令和8年にリニューアル
～成年後見制度～

一般社団法人
日本発達障害ネットワーク

副理事長
大塚　晃　氏

3 10月10日（木） ヤングケアラー？と感じたら…。

一般社団法人
ケアラーワークス

代表理事
田中　悠美子　氏

1 6月11日(火)
令和6年度介護報酬改定

～解釈通知とQ&Aを読み解く～

一般社団法人あたご研究所
代表理事

後藤　佳苗　氏

2 6月26日（水）
福祉用具の力

～ノーリフティングケア体験会～

アップライド株式会社
トランスファーサポート
チームノーリフトケア

コーディネーター・シー
ティングエンジニア

栗原　俊介　氏

3 8月21日（水）

亀
有
地
区
セ
ン
タ
ー

ホ
ー

ル

「母の仕事はわすれること」
～泣いて笑った介護１４００日間～

マツコ・デラックスの
ものまねでおなじみ

よしもと埼玉県住みます芸
人

北条　ふとし　氏

4 9月11日（水）

ウ
ィ

メ
ン
ズ
パ
ル

視
聴
覚
室

「これで問題職員に振り回されない！
３つの秘訣」

～困った職員をコントロールする方法
教えます～

弁護士法人おかげさま
代表弁護士

外岡　潤　氏

5 10月15日（火）

亀
有
地
区

セ
ン
タ
ー

ホ
ー

ル

ディズニー流
「ポジティブリーダーシップ」

～チームビルディング～

接客向上委員会
＆

Peace
代表

石坂 秀己　氏

令和6年度 介護人材スキルアップ研修年間スケジュール

主
任
介
護
支
援
専
門
員

Z
O
O
M
ラ
イ
ブ

13：30～15：30
十文字学園女子大学

副学長
今井　伸　氏

30

介
護
支
援
専
門
員

13：30～15：30Z
O
O
M
ラ
イ
ブ

13：30～15：30

対
　
　
面
　
　
式

全
職
員

30

30

ウ
ィ

メ
ン
ズ
パ
ル

多
目
的
ホ
ー

ル

⑩

            

       
        

             

            

            

              

            

              

              

            

            



Ｎｏ 対　象 実施形式 日　程 時　間 会　場 定　員 研　修　テ　ー　マ 講　師

令和6年度 介護人材スキルアップ研修年間スケジュール

6 11月18日（月）

亀
有
地
区

セ
ン
タ
ー

ホ
ー

ル

ディズニー流
「ポジティブリーダーシップ」

～コミュニケーション術～

接客向上委員会
＆

Peace
代表

石坂 秀己　氏

7 11月21日（木）

亀
有
地
区

セ
ン
タ
ー

第
一
会
議
室

「こんな方いませんか？シリーズ」

もしかして「てんかん」かも？
＆

実はこわい「めまい」

鈴木医院
神経内科医師

木原　幹洋　氏

8 12月5日（木）
「こんな方いませんか？シリーズ」

大人の発達障がいの理解とその対応

鈴木医院
神経内科医師

木原　幹洋　氏

9 1月20日（月）
利用者とのトラブル事例に学ぶ
～カスタマーハラスメント～

ましも法律事務所
真下　美由起　氏

10 1月27日（月）
「身体拘束適正化って、

何をどこまですればいいの？」
に答える講座

弁護士法人おかげさま
代表弁護士

外岡　潤　氏

13：30～15：30
全
職
員

対
　
　
面
　
　
式

亀
有
地
区
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ー

ル

30

            

            

            

               

           



 

葛飾区介護人材キャリアアップ助成金 

令和６年１１月２２日 

 

 職員が以下の研修を受講し、その費用を負担した葛飾区内の介護サービス事業所等に、助成金を

交付します。回数は、職員１人につき各研修１回です。 

 

対象となる研修 上限額 補助率 

生活援助従事者研修 ６0,000 円 

10/10 介護職員初任者研修 ９0,000 円 

介護福祉士実務者研修 100,000 円 

 

 

１ 対象となる費用 

 研修に要した費用のうち、入学金、受講料及び教材に要する経費 

 

２ 対象となる職員の要件 

① 研修修了後、勤務を継続していること。 

② 研修修了後に勤務を開始した場合、勤務開始日が研修修了から３か月以内であること。 

③ 対象の研修を申請年度の前年度の 4 月 1 日以降に修了していること。 

④ 他の制度による助成を受けていないこと。 

  

３ 申請に必要な書類 

①  飾区介護人材キャリアアップ助成交付申請書（第１号様式） 

② 対象人材に係る就労証明書（第２号様式） 

③ 対象となる研修の修了証明書（コピー可） 

④ 研修に要した費用がわかる領収書（コピー可） 

⑤ 対象となる職員が費用を立て替えて支払った場合、職員が事業所から支払いを受けたことが

確認できるもの（任意様式） 

⑥ 対象となる職員の本人確認書類（運転免許証等、氏名・生年月日・住所が記載されたもの。

コピー可） 

 

４ その他 

・助成金の交付を受けた場合、仕入税額控除の報告が必要です。翌年度以降、区から依頼しま

す。（０円の場合もその旨の報告が必要です。） 

・今後の施策に役立てるため、区から調査等をお願いすることがあります。 

 ・助成金の先払いが必要な場合は、事前に下記担当へご相談ください。 

 

５ 担当  

 飾区福祉部介護保険課管理係   〒124-8555 葛飾区⽴⽯ 5-13-1（区役所 2 階 201 番窓口） 

電話 ５６５４－８４４３（直通）    Email：073000@city.katsushika.lg.jp  

葛飾区内の 
介護サービス 
事業所さまへ 

⑪



（令和６年度　経費の詳細）

①福祉のしごと大発見（合同就職説明会）　保育士報償費＠4,800×2人＝9,600円

②生活介護員養成研修　　　　　　　研修教本購入費＠2,200×100冊＝220,000円

①福祉のしごと大発見（合同就職説明会）　　チラシ@7.48×10,000枚＝74,800円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター＠99×500枚＝49,500円
⑧ハラスメント相談窓口　　　　　　　　　　チラシ＠5.8×15,000枚＝87,000円

①福祉のしごと大発見（合同就職説明会）                   　　　　21,720円
④ＩＣＴ化促進費助成金　　　　　　　　　　　　　                  1,870円
⑤介護ロボット導入促進事業　　　　　　　　　　　                  1,300円
⑥外国人ＩＣＴ機器等購入費等助成事業　　　　　　                  1,404円
⑦地域密着型介護事業所職員宿舎借上支援事業　　　　                  110円
⑧ハラスメント相談窓口         　                                66,600円
⑪介護人材キャリアアップ助成金　　                  　　　　　　　9,630円
⑫外国人介護人材支援事業　　　　　　　                    　　（⑥に含む）

①福祉のしごと大発見（合同就職説明会）　　  会場設営委託一式　　866,800円
②生活介護員養成研修　　                        研修委託一式　6,008,600円
③介護人材確保に関する調査                　調査支援委託一式　　570,700円
⑧ハラスメント相談窓口    　　　　ハラスメント相談窓口委託等　6,750,700円
⑩介護人材スキルアップ研修              　　研修実施委託一式　1,889,800円

①福祉のしごと大発見（合同就職説明会）　テクノプラザ会場使用料　62,800円

④ＩＣＴ化促進費助成金(6件）                                  2,498,000円
⑤介護ロボット導入促進事業（7件）                           　5,627,900円
⑥外国人ＩＣＴ機器等購入費等助成事業（56人）                  4,163,000円
⑦地域密着型介護事業所職員宿舎借上支援事業（2人）　         　1,422,000円
⑨介護支援専門員法定研修受講料補助事業（32人）                  243,400円
⑪介護人材キャリアアップ助成金（86人）                        6,605,966円
⑫外国人介護人材支援事業（4人）                                 826,200円

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 経費の主な内訳

9,600 保育士報償費

239,536 0 220,000 研修教本購入等

⑤執行額 16,680,292 16,999,787 38,079,400

（

内
訳
）

報償費 9,600 9,600

使用料及び賃借料 62,800 62,800 62,800 テクノプラザ会場使用料

63,393 132,550 211,300 ポスター・チラシ印刷

21,158 26,000 102,634 ポスター・チラシ郵送等

6,237,805 7,742,590 21,386,466 介護人材キャリアアップ助成事業補助金等

10,046,000 9,026,247 16,086,600 ハラスメント相談窓口委託等

令和７年度 葛飾区行政評価委員会評価表 資料２
（事業名：高齢者福祉施設の運営基盤の強化）

決算

通信運搬費
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